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みんなで守ろう！子どもたちみんなで守ろう！子どもたち
特集特集 2～3面

笑顔で入学笑顔で入学 　町立小中学校の入学式は4月8日に行われ、8小学校
で119名が、2中学校で149名が入学しました。子ども
たちは新しい生活を笑顔でスタートさせました。

【写真上】笑顔の新入生（母畑小学校）
【写真下】新入生に交通安全啓発グッズを配り、交通安
全を呼びかけました（石川小学校にて）
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元
気
に
育
て
!
未
来
の
力

み
ん
な
で
守
ろ
う
！

子
ど
も
た
ち

　
５
月
５
日
は
こ
ど
も
の
日
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
み

ん
な
の
願
い
で
す
。

　
子
育
て
は
、
親
だ
け
が
担
う
も
の
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
親
が

子
ど
も
を
教
育
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
子
ど
も
は

家
庭
の
中
だ
け
で
育
つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
や
地
域
の
様
々

な
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
未
来
の
日
本
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る

も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
町
の
宝
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
成
長

す
る
こ
と
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
危
険
な
物
や
場

所
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
近
づ
い
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
保
護
者
の
目
が
届
か
な
い
場
合
は
、
近
く
に
い
る
方
の
見
守
り
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
、
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
地
域
全
体
で
見
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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見
守
り
活
動
を
始
め
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す

一
戸
一
名
一
朝
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
4
月
8
日
㈪
か
ら
4
月
15
日
㈪
（
土
日

を
除
く
）
に
か
け
て
、
各
行
政
区
に
お
い

て
一
戸
一
名
一
朝
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
期
間
、
各
行
政
区
で
決
め
ら
れ
た

場
所
に
地
域
の
方
が
立
ち
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
見
守
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
方
々
に
元
気

よ
く
あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
の
登
下
校
の
安
全
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

見
守
り
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
！

●
通
学
路
に
不
審
な
者
（
車
）
は
い

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

●
子
ど
も
の
叫
び
声
や
防
犯
ブ
ザ
ー

の
音
に
は
敏
感
に
反
応
し
ま
し

ょ
う

●
夕
暮
れ
時
に
子
ど
も
が
遊
ん
で
い

た
ら
、
ひ
と
声
か
け
て
早
め
の

帰
宅
を
促
し
ま
し
ょ
う

●
見
守
り
活
動
中
は
、
子
ど
も
た
ち

に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う

●
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る
子
ど
も

に
、
声
を
か
け
ま
し
ょ
う

●
通
学
路
等
に
異
常
は
な
い
か
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　
児
童
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
地
域

の
中
で
、
子
ど
も
や
子
育
て
を
し
て
い
る

家
庭
へ
の
支
援
活
動
を
行
う
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
石
川
町
で
は
52
名
の

児
童
委
員
と
3
名
の
主
任
児
童
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
若
い
夫
婦
と
子
ど
も
だ
け
で

暮
ら
す
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

身
近
な
場
所
で
子
ど
も
や
子
育
て
に
つ
い

て
気
軽
に
相
談
し
た
り
、
手
伝
っ
て
も
ら

っ
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
児
童
委
員
は
、
そ
の
よ
う
な
子
育
て

家
庭
に
と
っ
て
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関

す
る
相
談
相
手
に
な
り
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
心
配
ご
と
や
子
育
て
の
不
安
、

し
つ
け
の
悩
み
、
親
子
関
係
、
仲
間
づ
く

り
、
子
ど
も
の
い
じ
め
や
非
行
、
不
登
校
、

児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関

す
る
悩
み
が
あ
る
と
き
は
、
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
、
子
ど
も
の
安
全
を
願
い
、

「
地
域
ぐ
る
み
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
を

守
り
育
て
る
」
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

　
町
内
で
は
交
通
安
全
母
の
会
や
交
通
安

全
協
会
、
各
地
区
で
結
成
さ
れ
て
い
る
子

ど
も
見
守
り
隊
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

▲

交
通
安
全
母
の
会
の
活
動
の
様
子

　
見
守
り
活
動
等
と
は
、
子
ど
も
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
周
辺
、
通
学
路
、

公
園
な
ど
子
ど
も
が
日
常
生
活
に
お
い
て

行
動
す
る
場
所
に
と
ど
ま
る
な
ど
し
て
周

辺
の
子
ど
も
を
見
守
る
活
動
を
い
い
ま
す
。

　
見
守
り
活
動
に
決
ま
っ
た
形
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
掃
除
を
し
な
が
ら
」「
花
に
水
を

や
り
な
が
ら
」
等
、
毎
日
行
っ
て
い
る
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
の
活
動
時
間
帯
に
合
わ

せ
る
な
ど
、
少
し
の
工
夫
で
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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昭
和
53
年
に
福
島
県
公
立
学
校
教
員
と
し

て
採
用
さ
れ
、
平
成
13
年
か
ら
石
川
町
立

母
畑
小
学
校
校
長
、
平
成
15
年
か
ら
福
島

県
教
育
庁
県
中
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課

長
、
平
成
18
年
か
ら
玉
川
村
立
泉
中
学
校

校
長
、
平
成
21
年
か
ら
石
川
町
立
石
川
中

学
校
校
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の

豊
富
な
教
育
経

験
を
生
か
し
、

教
育
長
と
し
て

更
な
る
町
政
発

展
の
た
め
ご
尽

力
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。

●
総
務
課

　
主
事
・
佐
々
木
宏
美
（
町
民
生
活
課
）、

主
事
・
二
瓶
靖
之
（
新
採
用
）

●
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
課
長
・
志
賀
正
敏
〈
昇
任
〉、
主
幹
兼

課
長
補
佐
・
根
本
美
智
夫
（
町
民
生
活

課
）、
主
任
主
査
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

長
・
水
野
憲
一
〈
昇
任
〉、
主
査
・
南
條

貴
之
（
町
民
生
活
課
）

●
税
務
課

　
主
査
・
秋
山
裕
一
（
水
道
事
業
所
）、

主
査
・
草
野
竜
彦
（
保
健
福
祉
課
）

●
町
民
生
活
課

　
課
長
兼
生
活
安
全
室
長
・
南
條
武
義
、

生
活
安
全
室
主
任
主
査
兼
生
活
安
全
係

長
・
矢
内
幸
一
（
産
業
振
興
課
）〈
昇
任
〉

●
町
民
生
活
課

　
主
査
・
吉
田
慶
司
（
保
健
福
祉
課
）、

主
事
・
鹿
岡
ま
す
み
（
総
務
課
）、
主
事
・

瀧
口
優
樹
（
新
採
用
）

●
保
健
福
祉
課

　
主
任
主
査
兼
係
長
・
添
田
美
恵
子
（
会

計
室
）、
主
査
・
鈴
木
佳
子
（
教
育
課
）、

主
査
・
郷
元
（
税
務
課
）

●
産
業
振
興
課

　
課
長
兼
復
興
再
生
対
策
室
長
・
瀬
谷
寿

一
、
復
興
再
生
対
策
室
室
長
補
佐
・
吉
田

　
町
で
は
４
月
１
日
付
で
職
員
の
定
期
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
31
日
付

で
9
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

　
異
動
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、（
　
）
内
は
旧
所
属
と
な
り
ま
す
。

田口　和憲さん
（字長久保）

　
3
月
定
例
会
で
新
教
育
委
員
に
田
口
和

憲
さ
ん
が
同
意
さ
れ
、
4
月
1
日
付
で
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
臨
時
会
が
4
月
1

日
に
行
わ
れ
、
教
育
長
に
田
口
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
口
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
生
ま
れ
の
60

歳
。
東
洋
大
学
文
学
部
教
育
学
科
卒
業
後
、

　
4
月
1
日
に
自
治
セ
ン
タ
ー
長
、
自
治

セ
ン
タ
ー
事
務
長
に
辞
令
を
交
付
し
ま
し

た
。

　
4
つ
の
自
治
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
新

セ
ン
タ
ー
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
自
治
セ
ン
タ
ー
運
営
や
地
域
活

動
等
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
長
、
事
務
長
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
セ
ン
タ
ー
長
、
事
務

長
の
順
） 教

育
長
に
田
口
和
憲
さ
ん
を
選
任

自
治
セ
ン
タ
ー
長
、
事
務
長
に
辞
令
交
付

●
石
川
自
治
セ
ン
タ
ー

　
南
條
一
夫
さ
ん（
新
）、
緑
川
信
夫
さ
ん

●
沢
田
自
治
セ
ン
タ
ー

　
増
子
美
知
夫
さ
ん（
新
）、近
内
泰
一
さ
ん

●
山
橋
自
治
セ
ン
タ
ー

　
田
子
育
良
さ
ん
、
滝
川
長
二
さ
ん

●
中
谷
自
治
セ
ン
タ
ー

　
近
内
康
さ
ん（
新
）、
根
本
重
泰
さ
ん

●
母
畑
自
治
セ
ン
タ
ー

　
矢
内
陽
介
さ
ん（
新
）、
圓
谷
貴
司
さ
ん

●
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

　
二
瓶
匡
さ
ん
、
石
森
勝
彦
さ
ん

浩
人
、
課
長
補
佐
・
増
子
信
雄
、
主
任
主

査
兼
農
政
係
長
・
矢
吹
進
（
教
育
課
（
公

民
館
））、
復
興
再
生
対
策
室
主
任
主
査
兼

商
工
観
光
係
長
・
鈴
木
茂
彰
、
主
事
・
本

郷
周
良
（
税
務
課
）、
主
事
・
山
田
裕
晃

（
新
採
用
）

●
都
市
建
設
課

　
主
任
主
査
兼
維
持
係
長
・
秋
山
晴
彦

（
町
民
生
活
課
）、
主
任
主
査
兼
土
木
係

長
・
塩
沢
弘
則
〈
昇
任
〉、
主
事
・
後
藤

三
輝
（
新
採
用
）

●
会
計
室

　
会
計
管
理
者
兼
室
長
兼
会
計
係
長
・
渡

辺
健
一
、
主
査
・
鈴
木
幸
子
（
保
健
福
祉

課
）

●
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園

　
主
任
主
査
兼
係
長
兼
生
活
相
談
員
・
近

内
恵
美
子
、
主
事
・
金
沢
和
哉
（
町
民
生

活
課
）、
主
任
主
査
兼
支
援
員
・
矢
内
定

子
（
沢
田
小
・
沢
田
中
共
同
調
理
場
）、

主
任
支
援
員
・
佐
藤
幸
子
（
中
谷
第
一

小
・
第
二
小
共
同
調
理
場
）

●
第
一
保
育
所

　
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
技
師
・
瀬
谷
玲

子
（
第
二
保
育
所
）〈
昇
任
〉、
主
任
主
査

兼
保
育
士
・
角
田
郁
子
（
第
二
保
育
所
）、

主
任
主
査
兼
保
育
士
・
渡
邉
智
子
（
野
木

担
当
職
員
が

変
わ
り
ま
し
た

町
職
員
の
人
事
異
動
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みなさん
よろしくお願いします

　4月1日から町職員として採用
され、勤務することとなりました。
　左から瀧口優樹主事、山田裕
晃主事、二瓶靖之主事、後藤三
輝主事です。
　町民の皆様から信頼される職
員になれるよう頑張りますので、
ご指導、ご協力をよろしくお願
いします。

竹島　君さん
（字高田117）
☎26-0602

諸岡　節男さん
（字下泉198-1）
☎26-1460

　
平
成
25
年
4
月
1
日
付
で
、
行
政
相
談

委
員
に
諸
岡
節
男
さ
ん
（
下
泉
）、
竹
島

君
さ
ん
（
高
田
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
る
も
の
で
、
国
の
仕
事
を
始
め

N
T
T
な
ど
の
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付

け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関
等
と
の
間

に
立
っ
て
、
そ
の
解
決
を
促
す
よ
う
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
1
回
、
石
川
町
公
民
館
で
定
例
行

政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
機
関
等

に
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に
諸
岡
節
男
さ
ん

竹
島
君
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

沢
保
育
所
）

●
第
二
保
育
所

　
所
長
・
鎌
田
寿
美
子
（
野
木
沢
保
育

所
）、
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
技
師
・
西

間
木
朋
子
（
第
一
保
育
所
）、
主
任
主
査

兼
保
育
士
・
瀬
谷
幸
子
（
第
一
保
育
所
）、

主
任
主
査
兼
保
育
士
・
遠
藤
友
美
子
（
第

一
保
育
所
）

●
野
木
沢
保
育
所

　
所
長
兼
沢
田
児
童
館
長
・
石
理
枝
子

（
第
二
保
育
所
）〈
昇
任
〉、
主
任
主
査
兼

主
任
保
育
技
師
・
大
和
田
和
子
（
沢
田
児

童
館
）

●
沢
田
児
童
館

　
主
任
主
査
兼
主
任
児
童
厚
生
技
師
・
吉

田
順
子
（
第
二
保
育
所
）〈
昇
任
〉、
主
任

主
査
兼
児
童
厚
生
員
・
矢
内
千
恵
子
（
第

二
保
育
所
）

●
教
育
課

　
主
事
・
永
沼
靖
子
（
総
務
課
）

●
教
育
課
（
公
民
館
）

　
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
館
長
兼
歴
史
民
俗

資
料
館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
兼

体
育
施
設
長
・
三
森
孝
則
（
水
道
事
業
所
）

〈
昇
任
〉、
主
任
主
査
兼
生
涯
学
習
係
長
・

有
松
正
人
（
都
市
建
設
課
）、
主
任
主
査

兼
体
育
振
興
係
長
・
荒
木
成
輔
〈
昇
任
〉、

主
任
主
査
兼
庁
務
員
・
瀬
谷
弘
（
南
山
形

小
・
山
形
小
共
同
調
理
場
）

●
農
業
委
員
会
事
務
局

　
主
任
主
査
兼
庶
務
係
長
・
近
内
栄
晴

（
教
育
課
（
町
史
編
纂
室
））

●
水
道
事
業
所

　
主
任
主
査
兼
係
長
・
矢
内
忠
男
（
農
業

委
員
会
事
務
局
）、
主
事
・
五
十
嵐
友
亮

（
産
業
振
興
課
）

●
退
職

　
矢
内
秀
明
、
小
池
幸
子
、
圓
谷
美
幸
、

諸
岡
節
子
、
増
子
キ
ミ
子
、
近
藤
ふ
ぢ
子
、

緑
川
惠
子
、
渡
邉
雅
子
、
二
瓶
美
恵
子

新しい職員を紹介







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp
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添田　かす美さん（22歳）　●母畑字樋田

▶次回は、添田さんの紹介で永沼　徹也さんです。

職 業▶科学館でスペースクルーをしていま
す。お客様にご案内したり、子どもと
触れ合ったりと主に接客の仕事をし
ています。

Q 

Q 

Q 

Q 

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
今の仕事です。お客様に楽しんでいただ
けるよう、よりよい接客を日々心がけ頑
張っています。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
良いママになって素敵な家庭をつくりた
いです !!!
将来どんな町になって欲しいですか
笑顔いっぱいの素敵な町になって欲しい
です。
最後に理想のタイプは
笑顔の素敵な人♡

松山　武
たけ

琉
る

くん（6か月）

「武琉の笑顔が元気の源だよ。
たくましくて優しい人になってね！」

パパ・ママより　新町



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
2
人
、
孫
が
4
人
、
ひ
孫
が

1
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
34
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

結
婚
当
時
は
葉
タ
バ
コ
生
産
で
、
そ
の

後
は
畜
産
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
若
い
と

き
は
無
我
夢
中
で
働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
10

年
、
20
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
孫
が
で
き
て
か
ら
は
、
孫

の
面
倒
を
見
な
が
ら
野
菜
作
り
を
し
て
き
ま
し

た
。
孫
の
面
倒
を
見
る
こ
と
は
楽
し
み
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
兄
弟
会
で
温
泉
に

行
く
こ
と
も
楽
し
み
で
す
。
毎
年
行
っ
て
い
て
、

20
年
以
上
も
続
い
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

二
人
で
野
菜
を
作
っ
た
り
草
花
を
植
え

た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、

地
域
の
サ
ロ
ン
や
白
菊
会
に
参
加
し
み
ん
な
で

集
ま
る
こ
と
も
楽
し
い
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

桜
が
好
き
で
す
。
桜
が
き
れ
い
に
咲
い

て
い
て
見
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

若
い
人
の
働
く
場
所
の
確
保
に
努
め
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
車
で
走
り
や
す

い
よ
う
に
道
路
の
整
備
も
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

A

A

A

A A

Q Q

QQ Q

　今月号では、町民アンケートによる町民ニーズの把握におけ
る重要度、満足度について調査結果に基づき重点的に改善すべ
き施策の一つとされた、保健・福祉・医療の分野にある保健医
療の充実（放射能に伴う健康対策）の内容について紹介します。
　本町における震災以降の放射能に対する不安については、講
演会のほかに個人線量計の貸出し、内部被ばく検査並びに若い
世代での健康診査を実
施し不安の払しょくに
努めてきました。

　引き続き、放射能に対する正しい理解と不安を払しょくしていた
だくため、専門家による講話を保育所、児童館、幼稚園等の施設
と連携しながら展開していきます。また、一人ひとりの放射能につ
いての不安払しょくのため、今年度は甲状腺検査も実施します。
　町では、内部被ばく検査と甲状腺検査については、平田村のひ
らた中央病院と委託契約を結び、無料で検査が受けられるようにし
ています。また、学校や職場等での健診を受ける機会のない1９歳
から3９歳の方も町で実施する健康診査を受け健康管理に役立てて
もらうことができます。
　これからも、一人ひとりの健康を長期的に守っていくために、県
民健康管理基本調査・問診票（平成23年3月11日以降の行動記録）
の提出を呼び掛けていますので、回答されていない方は、回収のご
協力をお願いします。

みんなが主役
子どもたちの健康を長期的に守ります協働と循環の

まちの実現に

向けて

石川町
第5次総合計画

氏名：福田　良信さん（78歳）
　　　　　ヨシ子さん（73歳）
住所：母畑字大作

兄弟会で集まることが楽しみです
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い
し
か
わ
の
歴
史

石
川
桜
め
ぐ
り

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

22
　
在
郷
町
石
川

�
樹
種　
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

�
樹
齢　
推
定
１
０
０
年

�
形
状
寸
法　
樹　
　
高　
15
ｍ

　
　
　
　
　
　
胸
高
幹
周　
2
・
3
ｍ

�
特
記
事
項

　
学
法
石
川
高
校
野
球
部
合
宿
所
秋
葉
寮
の
脇
に
あ
る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
、

地
元
住
民
の
手
で
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
大
き
く
枝
が
広
が
り
、
根
本

に
あ
る
岩
が
美
し
さ
を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。
周
辺
に
植
栽
さ
れ
た
水

仙
と
桜
の
紅
色
が
と
て
も
良
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
醸
し
だ
し
て
い
ま
す
。

�
見
頃　
４
月
中
旬

立ケ岡の枝垂れ桜
立ケ岡地内

煙草買入帳

　
江
戸
時
代
、
現
在
の
町
の
中
心
部

は
下
泉
村
と
高
田
村
で
し
た
。
両
村

は
公
的
に
も
下
泉
町
村
、
高
田
町
村

と
も
言
わ
れ
、
通
常
は
両
村
あ
わ
せ

て
石
川
町
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
須
賀
川
や
棚
倉
の
よ
う
に
、

藩
や
幕
府
が
制
度
と
し
て
定
め
た
「
町
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
石
川
町
は
早
く
か
ら

町
場
を
形
成
し
、
人
馬
の
往
来
が
激

し
い
活
気
あ
る
町
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
「
町
」
を
在
郷
町
と
呼
ん
で
い

ま
す
。 

石
川
町
は
北
町
・
新
町
・
南

町
（
以
上
高
田
村
）、
荒
町
・
馬
場

町
・
古
町
（
以
上
下
泉
村
）
の
六
町

が
あ
り
、
古
町
を
除
く
五
町
の
道
路

の
中
央
部
あ
る
い
は
片
側
に
は
水
路

が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
荒
町
の
南
町

寄
り
に
は
下
泉
庄
屋
を
兼
ね
た
石
川

大
庄
屋
屋
敷
（
鈴
木
家
）
が
あ
り
、

行
政
の
中
心
で
し
た
。

　
新
町
・
南
町
を
中
心
に
旅は

た
ご籠

屋
（
宿

屋
）・
古
着
屋
・
油
屋
・
太
物
（
綿
織

物
・
麻
織
物
）
店
・
五い

さ

ば
十
集
屋
（
干

物
・
塩
物
の
販
売
と
魚
の
行
商
）・
雑

貨
屋
な
ど
の
商
店
の
ほ
か
、
鍛
冶
屋
・

馬
蹄
屋
・
桶
屋
・
醤
油
屋
な
ど
の
手

工
業
者
、
荷
物
の
中
継
ぎ
を
す
る
問

屋
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
「
推
測
」
と
い
う
の
は
裏

付
け
る
資
料
が
少
な
い
た
め
で
す
。

特
に
商
家
の
文
書
が
少
な
い
の
は
、

商
家
の
浮
き
沈
み
が
激
し
か
っ
た
た

め
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ

て
西
牧
丈
夫
家
文
書
は
貴
重
な
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
西
牧
家
は

屋
号
を
桝ま

す
や屋

と
い
い
、
幕
末
に
は
旅

籠
屋
と
魚
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

特
に
鰹か

つ
おの
時
期
に
は
、
江
名
・
小
名

浜
（
い
わ
き
市
）、
大
津
・
平
潟
（
北

茨
城
市
）
な
ど
か
ら
大
量
の
生
鰹
を

買
い
入
れ
ま
し
た
。
初
鰹
は
高
価
で

一
本
が
一
貫
文
、
今
な
ら
一
万

円
以
上
に
な
る
で
し
ょ
う
。
文

久
三
年
（
１
８
６
３
）、
桝
屋

の
生
鰹
の
最
大
取
引
は
六
俵
で

金
額
二
二
貫
二
〇
〇
文
で
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
消
費
者
が
町
周
辺

に
い
た
こ
と
は
驚
き
で
す
。
生

鰹
は
牛
あ
る
い
は
馬
一
疋
に
二

俵
を
積
み
、
御
斎
所
街
道
を
運

ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
石
川
町
の
活
況
は
交
通
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
で
し
た
。
当
時
、
交
通
の

主
役
は
馬
で
し
た
。
江
戸
初
期
の
白

河
藩
以
来
、
農
民
は
馬
を
飼
育
し
、

石
川
町
で
は
白
河
・
須
賀
川
と
と
も

に
馬
市
が
開
か
れ
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
産
業
は
葉
た
ば
こ
の

生
産
と
販
売
で
し
た
。
松
川
（
古
殿

町
）
を
発
祥
の
地
と
す
る
松
川
葉
は

阿
武
隈
山
地
で
生
産
さ
れ
、
吉
田
喜

左
衛
門
（
平
田
村
）、
双
里
の
山や

ま
さ
ん三

（
水
野
家
）、
形
見
の
湊み

な
と
や屋

藤
左
衛
門

（
角
田
家
）
な
ど
の
問
屋
が
大
量
に
集

荷
し
、
馬
に
積
ん
で
鬼
怒
川
の
阿
久

津
（
さ
く
ら
市
）・
板
戸
（
宇
都
宮

市
）
河か

し岸
ま
で
運
び
、
舟
で
大
消
費

地
江
戸
に
送
り
ま
し
た
。
天
保
五
年

（
１
８
３
４
）、
藤
左
衛
門
は
一
八
六

俵
も
の
葉
た
ば
こ
を
江
戸
に
送
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
地
場
産
業
に
よ
り
在
郷

町
石
川
は
繁
栄
し
ま
し
た
。
そ
の
象

徴
が
八
槻
市
や
「
八
幡
様
」（
石
都
々

古
和
気
神
社
）祭
日
の
賑
わ
い
で
し
た
。

葉
た
ば
こ
を
買
い
入
れ
角
田
家
に
納
入
し
て
い
た

南
山
形
村
矢
内
信
右
衛
門
の「
煙
草
買
入
帳
」（『
石

川
町
史
』第
一
巻
に
よ
る
）



バター餅

●食改さんの　　　　　　　
　ひと味違う餅レシピです。
　バターを入れることでバターの風味とコクのあるお
餅が出来ます。小麦粉、砂糖、塩を加えることで、４～
５日過ぎても軟らかく食べることが出来ます。固くな
ったらレンジで温めても、ホットプレートで焼いても美
味しいです。
　コツはもち米が完全につけないうちに、材料を加え
ることです。

●食改さんの　　　　　　　
　ひと味違う餅レシピです。
　バターを入れることでバターの風味とコクのあるお
餅が出来ます。小麦粉、砂糖、塩を加えることで、４～
５日過ぎても軟らかく食べることが出来ます。固くな
ったらレンジで温めても、ホットプレートで焼いても美
味しいです。
　コツはもち米が完全につけないうちに、材料を加え
ることです。

●栄養士のひとこと
　おやつ感覚で食べられるお餅です。
　もち米が多めにあるときには、おすすめです。ホーム
ベーカリーでも簡単に作れますので、自宅にある場合
は作ってみてください。

●栄養士のひとこと
　おやつ感覚で食べられるお餅です。
　もち米が多めにあるときには、おすすめです。ホーム
ベーカリーでも簡単に作れますので、自宅にある場合
は作ってみてください。

●作り方
①もち米は前日から洗って水に浸しておき、翌日に蒸
し器で蒸してから、餅つき機に入れて餅をつく。
②餅が半分ほどつけてきたら、小分けに切ったバター
を入れ、バターが溶けたら小麦粉、砂糖、塩の順に
入れる。
③小麦粉と餅が混じり合ったら、卵は卵黄と卵白に分
けて、卵黄だけ溶いて入れる。
④卵黄がきれいに混じり合ったら出来上がり。
⑤つきあがった餅は片栗粉をつけてのして置く。
⑥ある程度固さが安定したら、適当な大きさに切り、
切った餅の切り口に片栗粉をまぶして完成。

●作り方
①もち米は前日から洗って水に浸しておき、翌日に蒸
し器で蒸してから、餅つき機に入れて餅をつく。
②餅が半分ほどつけてきたら、小分けに切ったバター
を入れ、バターが溶けたら小麦粉、砂糖、塩の順に
入れる。
③小麦粉と餅が混じり合ったら、卵は卵黄と卵白に分
けて、卵黄だけ溶いて入れる。
④卵黄がきれいに混じり合ったら出来上がり。
⑤つきあがった餅は片栗粉をつけてのして置く。
⑥ある程度固さが安定したら、適当な大きさに切り、
切った餅の切り口に片栗粉をまぶして完成。

バター餅 材料 （★人分）
もち米……………………１升
バター…………………100ｇ
小麦粉………………１カップ
砂糖…………………１カップ
塩………………小さじ大盛り１
卵黄…………………１～２個
片栗粉……………………適量

◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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下
母
畑
地
区
サ
ロ
ン
が
ス
タ
ー
ト
！

　
３
月
12
日
か
ら
下
母
畑
地
区
で
サ
ロ
ン
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
石
川
町
で
38
か
所
目
の
サ
ロ
ン
の
誕
生
で
す
。

　
自
治
セ
ン
タ
ー
の
支
援
で
、
参
加
の
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
た
だ
き
当
日
は
1９
名
の
方
が
参
加
。
区
長
や
民

生
児
童
委
員
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
サ
ロ
ン
の
目
的
を

確
認
し
あ
っ
た
り
実
際
に
新
聞
棒
に
よ
る
体
操
を
行
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
多
く
は
、
家
の
こ
と
や
畑
仕
事
な
ど
で
体

を
動
か
し
て
い
る
方
々
で
す
が
、
実
際
に
運
動
し
て
み

る
と
、
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
部
分
の
筋
肉
を
実
感
で
き
た

り
肩
こ
り
が
楽
に
な
っ
た
り
…
終
了
後
の
お
茶
会
で
は

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
か
ら
楽
し
く
続
け
ら
れ
そ
う
」

と
の
話
も
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
多
く
は
寒
く
な
る
と
外
出
す
る
機
会
が
減
る
と
同
時
に
人
と
の
交

流
が
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
民
家
が
点
在
し
て
い
た
り
道
路
事
情
が

悪
か
っ
た
り
す
る
地
区
で
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
。
高
齢
者
が
季
節
を
問
わ
ず
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
下
母
畑
サ
ロ
ン
は
、
毎
月
第
２
火
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で
、

母
畑
自
治
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

一
緒
に
運
動
し
な
が
ら
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
地
区
で
も
始
め
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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石
川
町
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

表
彰
の
申
込
み

貯
筋
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集
！

N
H
K
学
園
通
信
講
座

受
講
者
募
集
中

　
結
婚
し
て
50
年
、
今
年
め
で
た
く
金

婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
の
皆
様
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
を
祝
福
し
、
次
に
よ
り
賞
状

と
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

●
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
金
婚
夫
婦

　
昭
和
38
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
、

又
は
、
そ
れ
以
前
に
結
婚
さ
れ
、
表
彰

を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
ご
夫
婦
で
す
。

●
申
込
方
法

　
表
彰
該
当
者
の
申
込
は
「
自
己
申
告

制
度
」
で
す
。
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
各
地
区
長
寿
会
ま
た

は
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
用
紙
は
、
各
長
寿
会
、
保
健
福

祉
課
高
齢
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間

　
7
月
1９
日
㈮
ま
で

●
表
彰
伝
達

　
９
月
に
行
わ
れ
る
敬
老
会
の
席
上
で

表
彰
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
長
寿
会
連
合
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
２
7
5
６

　
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
9
１
２
４

※
お
申
し
込
み
は
、
自
己
申
告
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
「
体
脂
肪
が
気
に
な
る
」「
お
な
か
周

り
の
サ
イ
ズ
が
増
え
た
」「
運
動
し
た

い
が
何
を
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

…
と
日
頃
か
ら
悩
ん
で
い
る
方
に
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お
り
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
運
動
で
貯
筋
し

ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
６
月
～
８
月

　
　
　
　
毎
週
水
曜
日
12
回
コ
ー
ス

●
募
集
人
員　
40
名
程
度

●
そ
の
他　

　
日
程
等
の
詳
細
は
、
後
日
、
参
加
希

望
さ
れ
た
方
に
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　
5
月
24
日
㈮

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
８
４
１
６

　
平
成
26
年
度
石
川
町
職
員
（
大
学
卒

程
度
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
受
験
資
格
者
は
、
昭
和
5９
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
申
込
受
付
期
間
は
6
月
3
日
㈪
か
ら

6
月
21
日
㈮
ま
で
、
役
場
総
務
課
職
員

係
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
第
1
次
採
用
試
験
日
は
7
月
28
日
㈰
、

福
島
大
学
（
福
島
市
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
い

し
か
わ
6
月
号
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
用
紙
は
、
6
月
3
日
以

降
に
役
場
総
務
課
職
員
係
に
お
越
し
い

た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
職
員
係

　
☎
２
６
ı
２
１
１
３

　
N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

趣
味
、
教
養
か
ら
語
学
、
資
格
ま
で
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が
２
0
0
コ
ー

ス
以
上
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の

案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
N
H
K
学
園

　
　
☎
0
４
２
ı
5
7
２
ı
３
１
5
１

　
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
0
１
２
0
ı
0
６
ı
８
８
８
１

　
全
国
の
世
帯
及
び
世
帯
員
を
対
象
と

し
た
厚
生
労
働
省
の
統
計
調
査
が
６
月

６
日
と
7
月
11
日
を
基
準
日
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
保
健
、
医
療
、

福
祉
、
年
金
、
所
得
等
の
状
況
を
世
帯

面
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
少
子
高
齢

化
対
策
等
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
世
帯
へ
は
、
5
月
下

旬
と
６
月
下
旬
か
ら
身
分
証
を
携
帯
し

た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
個
人
情

報
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　
須
賀
川
市
旭
町
１
5
３
ı
１

　
　
☎
0
２
４
８
ı
7
5
ı
7
８
0
5

国
民
生
活
基
礎
調
査
の

実
施
に
つ
い
て
の
お
願
い

農
業
者
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
、

現
況
届
の
提
出
は
６
月
１
日
か
ら

６
月
29
日
ま
で
で
す
!

　
農
業
者
年
金
の
現
況
届
は
、
5
月
下

旬
に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
本
人
へ
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
6
月
1
日
が
基
準
日
と

な
り
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
用
紙
に

受
給
者
ご
本
人
が
署
名
し
、
必
ず
期
日

ま
で
に
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
受
給
者
本
人
が
署
名
で
き

な
い
場
合
は
、
代
理
人
が
受
給
権
者
の

欄
を
記
入
し
、
代
理
人
の
欄
に
署
名
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
11
月
の
定
期
支
払
い
か

ら
年
金
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
9
１
２
9
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川
や
湖
な
ど
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は
、

生
活
排
水
（
風
呂
、
台
所
、
洗
濯
等
）

で
す
。

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
の

汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
生
活
排
水
の
す
べ

て
を
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
浄
化
槽

　
50
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
、
設
置
工

事
を
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
必

ず
完
了
で
き
る
も
の

●
次
に
該
当
す
る
場
合
は
補
助
金
の
交

付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出
前
に
、

既
に
設
置
工
事
が
完
了
し
て
い
る
浄

化
槽
。

②
建
築
基
準
法
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
く

設
置
の
届
出
を
行
わ
ず
に
浄
化
槽
を

設
置
し
た
場
合
。

③
無
登
録
又
は
無
届
出
の
浄
化
槽
工
事

業
者
の
設
置
工
事
に
よ
り
浄
化
槽
を

設
置
し
た
場
合
。

④
販
売
目
的
で
浄
化
槽
付
き
の
住
宅
を

建
築
す
る
場
合
（
建
売
住
宅
等
）。

⑤
浄
化
槽
を
継
続
的
に
使
用
し
な
い
場

合
（
別
荘
等
）。

⑥
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

●
申
請
方
法

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
は
、
浄
化

槽
設
置
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
新
築
住
宅
等
の
場
合
は
建

築
確
認
申
請
書
に
含
ま
れ
ま
す
）。

　
こ
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
後
、
町
が

定
め
た
補
助
金
交
付
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
都
市
建
設
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
補
助
金
の
申
請
に
あ
た
っ
て

は
、
設
置
の
段
階
に
な
っ
て
補
助
金
の

交
付
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
事
前
に
都
市
建
設
課
で

交
付
の
条
件
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
国
及
び
県
か
ら
町
に
対
す
る
補
助
金

の
内
示
が
さ
れ
て
か
ら
受
付
を
行
い
ま

す
。

●
補
助
金
額　
（
設
置
す
る
条
件
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

・
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
便
槽
か
ら
合

併
浄
化
槽
に
転
換
す
る
専
用
住
宅

5
人
槽	

３
３
２
，0
0
0
円

６
～
7
人
槽	

４
１
４
，0
0
0
円

８
～
10
人
槽	

5
４
８
，0
0
0
円

11
～
20
人
槽	

9
３
9
，0
0
0
円

21
～
30
人
槽　
１
，４
7
２
，0
0
0
円

31
～
50
人
槽　
２
，0
３
7
，0
0
0
円

・
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
便
槽
か
ら
合

併
浄
化
槽
に
転
換
す
る
併
用
住
宅

5
人
槽	

３
３
２
，0
0
0
円

６
～
7
人
槽	

４
１
４
，0
0
0
円

８
～
10
人
槽	

5
４
８
，0
0
0
円

11
～
20
人
槽	

7
４
２
，0
0
0
円

21
～
30
人
槽　
１
，0
１
１
，0
0
0
円

31
～
50
人
槽　
１
，２
9
１
，0
0
0
円

・
そ
の
他
の
場
合
（
住
宅
等
の
新
築
、

非
住
宅
の
転
換
を
含
む
）

5
人
槽	

１
６
８
，0
0
0
円

６
～
7
人
槽	

２
0
7
，0
0
0
円

８
～
10
人
槽	

２
7
６
，0
0
0
円

11
～
20
人
槽	

４
６
9
，0
0
0
円

21
～
30
人
槽	

7
３
８
，0
0
0
円

31
～
50
人
槽　
１
，0
１
８
，0
0
0
円

※
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
便
槽
の
撤
去

に
伴
う
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

都
市
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

・
申
請
締
め
切
り
は
12
月
27
日
㈮
ま
で

と
な
り
ま
す
。

・
年
間
の
補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
る

た
め
、
申
し
込
み
順
で
受
付
を
締
め

切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
人
槽
の
大
き
な
浄
化
槽
（
ア
パ
ー
ト
、

店
舗
等
）
を
設
置
予
定
の
方
は
、
補

助
金
を
交
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
補
助
金
の
予
約
等
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

・
申
請
に
は
承
諾
書
、
誓
約
書
等
を
提

出
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
後

の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

申
請
の
手
続
き
を
工
事
業
者
ま
か
せ

に
す
る
こ
と
な
く
、
申
請
者
本
人
が

必
ず
申
請
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

・
浄
化
槽
の
設
置
後
に
お
い
て
は
、
保

守
点
検
や
清
掃
（
汚
泥
の
く
み
取
り

等
）
の
ほ
か
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
く

法
定
検
査
（
有
料
）
を
受
検
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
検
査
は
県

知
事
の
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
社
団

法
人
福
島
県
浄
化
槽
協
会
が
実
施
し

ま
す
。
法
定
検
査
に
は
次
の
２
つ
が

あ
り
ま
す
。

①
浄
化
槽
法
第
7
条
検
査

　
浄
化
槽
を
設
置
後
３
か
月
を
経
過
し

て
か
ら
5
か
月
以
内
に
受
検

②
浄
化
槽
法
第
11
条
検
査

　
年
１
回
の
定
期
検
査
で
す
。
毎
年
受

検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
第
7
条
検
査
を
受
検
し
た
次
の
年
度

か
ら
11
条
検
査
の
対
象
と
な
り
ま

す
。）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課
都
市
整
備
係

☎
２
６
ı
9
１
３
１

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

定
期
救
命
講
習
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　
石
川
消
防
署
で
は
、
定
期
救
命
講
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
6
月
、
8
月
、
10
月
、
12
月
、
2
月

の
第
1
土
曜
日
及
び
第
4
木
曜
日
の
午

前
９
時
か
ら

　
6
月
は
1
日
㈯
、
27
日
㈭
に
開
催
し

ま
す
。

●
開
催
場
所

　
石
川
町
公
民
館
を
予
定

●
講
習
内
容

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
成
人
に
対
し
て

の
救
命
法
）

・
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
成
人
に
対
し
て

の
よ
り
詳
し
い
救
命
法
）

・
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
（
小
児
に
対
し
て

の
救
命
法
）

・
上
級
救
命
講
習
会
（
救
命
法
を
含
め

た
応
急
手
当
て
全
般
）

（
※
開
催
日
に
よ
り
講
習
内
容
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

●
定
員

　
30
名
（
4
名
以
下
の
場
合
は
開
催
し

ま
せ
ん
）

●
申
込
方
法

　
講
習
会
の
1
ヶ
月
前
ま
で
に
石
川
消

防
署
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
消
防
署
救
急
係

☎
２
６
ı
３
１
６
１

蕭
0
２
４
８
ı
9
４
ı
２
0
４
9
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ス
ポ
ー
ツ
競
技
等
の
全
国
大
会
出
場

者
に
激
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

第
21
回
す
こ
や
か
福
島
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す

『
司
法
書
士
総
合
相
談
』

の
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

●
日
時

　
5
月
10
日
㈮

　
5
月
24
日
㈮

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
６
ı
３
7
9
３

　
町
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政

相
談
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
5
月
18
日
㈯

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

　
郡
山
年
金
事
務
所
に
よ
る
予
約
制
の

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
年
金
申
請
及
び
年
金
受
給
額
に
つ
い

て
の
ご
相
談
で
す
。
ま
た
、
厚
生
年
金

の
あ
る
方
は
原
則
、
市
町
村
の
窓
口
で

手
続
き
が
で
き
な
い
た
め
、
出
張
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

　
5
月
23
日
㈭

●
出
張
相
談
会
場

　
石
川
町
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

●
相
談
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
白
河
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

白
河
市
及
び
須
賀
川
市
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
月
に
１
度
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。

　
※
両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
の
上
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
前
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
内
容

　
不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・

遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成

年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
、
震
災

に
よ
る
困
り
事
相
談
な
ど

●
開
催
日
時
及
び
場
所

◎
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
2
階
（
白
河
市
本

町
2
番
地
）

　
5
月
２
日
㈭
、
６
月
６
日
㈭

（
時
間　
午
後
5
時
か
ら
午
後
8
時
）

　
石
川
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
（
本

町
に
居
住
し
、
か
つ
住
所
を
有
し
て
い

る
者
に
限
り
ま
す
）
が
ス
ポ
ー
ツ
競
技

の
大
会
等
で
、
原
則
予
選
会
を
勝
ち
抜

き
全
国
大
会
に
出
場
す
る
際
、
激
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。（
文
化
・
教
育

分
野
に
お
け
る
大
会
で
は
高
校
生
以
下

を
対
象
）

　
な
お
、
激
励
金
は
申
請
に
よ
っ
て
交

付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
該
当
要
件
も

あ
り
ま
す
の
で
、
全
国
大
会
出
場
前
に

申
請
方
法
と
あ
わ
せ
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
総
務
係　

☎
２
６
ı
２
１
１
１

　
６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。

　
石
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
次
に

よ
り
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
６
月
４
日
㈫　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所

　
石
川
町
公
民
館

　
母
畑
自
治
セ
ン
タ
ー

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
は
、
特
設
相

談
所
開
設
日
以
外
で
も
、
皆
さ
ん
の
人

権
擁
護
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
侵
害
な
ど
の
人
権
問
題
で
悩
ん
だ

場
合
は
、
各
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
、
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

●
地
区
の
担
当
委
員

　
石
川
地
区
：
丹
内　
春
夫

☎
２
６
ı
5
5
１
２

　
沢
田
地
区
：
郷　
　
信
子

☎
２
６
ı
0
６
5
２

　
山
橋
地
区
：
須
藤　
洋
子

☎
２
６
ı
３
６
5
８

　
中
谷
地
区
：
角
田　
靜
夫

☎
２
６
ı
5
7
４
８

　
母
畑
地
区
：
福
田　
德
一

☎
２
６
ı
６
４
８
１

　
野
木
沢
地
区
：
矢
吹　
重
光

☎
２
６
ı
６
２
5
0

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
町
民
係

☎
２
６
ı
9
１
２
0

　
郡
山
市
に
お
い
て
、
う
つ
く
し
ま
、

ふ
く
し
ま
。
健
康
福
祉
祭
「
第
21
回
す

こ
や
か
福
島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
程　
5
月
23
日
㈭
、
6
月
4
日
㈫

●
内
容

①
5
月
23
日
㈭

種
目　
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
弓

道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
な
ぎ
な
た
、
太

心
配
ご
と
相
談

年
金
相
談
会
の
お
知
ら
せ

定
例
行
政
相
談

極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
、
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
、
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、

将
棋

会
場　
郡
山
市
内
（
郡
山
総
合
体
育
館

な
ど
）

②
6
月
4
日
㈫

種
目　
ゴ
ル
フ

会
場　
福
島
石
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

　
　
☎
0
２
４
ı
5
２
３
ı
２
１
３
１

　
福
島
県
高
齢
福
祉
課

　
　
☎
0
２
４
ı
5
２
１
ı
7
１
9
7

●
相
談
内
容

　
老
齢
年
金
及
び
受
給
者
死
亡
に
関
す

る
相
談

●
予
約
受
付

　
郡
山
年
金
事
務
所

　
☎
0
２
４
ı
9
３
２
ı
３
４
３
４

※
予
約
電
話
は
８
時
30
分
～
17
時
15
分

ま
で
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
国
保
年
金
係

☎
２
６
ı
9
１
２
１

◎
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
2
階

　
Ｏ
Ａ
研
修
室
（
須
賀
川
市
八
幡
町

１
３
４ 

番
地
）

　
5
月
16
日
㈭
、
６
月
20
日
㈭

（
時
間　
午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
）

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
12
時
半
、
午
後
1
時

半
か
ら
4
時

　
白
河
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
２
４
８
ı
２
３
ı
１
7
８
5
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全国瞬時警報システム（J-ALERT）の運用開始について
　全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは、緊急地震速報や弾道ミサイル情報など、その対処に時間的余裕
のない事態に関する情報を、人工衛星を経由して受信し、自動で町の防災行政無線を起動して町民の皆さま
に瞬時に緊急情報を伝達するシステムです。
　石川町では、平成２５年５月１日からこのシステムの運用を開始します。放送される情報は次のとおりです。
全国瞬時警報システム　自動通報メッセージ一覧

受信情報 報知音 放送内容

弾道ミサイル情報 有事サイレン14秒吹鳴
「ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。当地
域に着弾する可能性があります。屋内に避難し
テレビ・ラジオをつけてください。」

航空攻撃情報 有事サイレン14秒吹鳴
「航空攻撃情報。航空攻撃情報。当地域に航空
攻撃の可能性があります。屋内に避難し、テレ
ビ・ラジオをつけてください。」

ゲリラ・特殊部隊攻撃情報 有事サイレン14秒吹鳴
「ゲリラ攻撃情報。ゲリラ攻撃情報。当地域に
ゲリラ攻撃の可能性があります。屋内に避難し、
テレビ・ラジオをつけてください。」

大規模テロ情報 有事サイレン14秒吹鳴
「大規模テロ情報。大規模テロ情報。当地域に
テロの危険が及ぶ可能性があります。屋内に避
難し、テレビ・ラジオをつけてください。」

緊急地震速報（震度５弱以
上の揺れが想定される場合） 緊急地震速報チャイム音 「緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。

大地震です。」
※注意事項
●このシステムは、自動的に町の防災行政無線を起動させるものであるため、深夜などの時間帯を問わず有

事の際は２４時間放送されます。
●このシステムは、国のコンピュータが、人の手を介さずに自動的に発信するものですので、誤報の可能性

があります。この場合は誤報キャンセル放送が流れます。
●緊急地震速報の場合、震源が近いときや直下型地震のように地震の揺れが到達するまでの時間が短いとき

には放送されないことがあります。
●万一緊急放送があった場合の行動について、家庭や職場などで確認しておくとともに、落ち着いて行動す

ることを心がけてください。

石川町国に設置

地震情報等



国 保 だ よ り

広報いしかわ 5 月号 ● 16

　平成25年4月1日より、乳幼児の細菌性髄膜炎予防の
ヒブワクチン、小児肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん（ヒ
トパピローマウイルス感染症）予防ワクチンが定期予
防接種となりました。
　石川町では平成23年度より、任意接種の費用助成事
業を実施しておりましたが、今後は定期予防接種とし
て無料で接種できます。予防接種の効果や副反応など
についてよく理解された上で、接種を受けてください。
１．対象者

予防接種の種類 対象年齢

ヒブ感染症 生後２ヶ月から５歳に至るまでの方
（※5歳の誕生日の前々日まで）

小児肺炎球菌感染症 生後２ヶ月から５歳に至るまでの方
（※5歳の誕生日の前々日まで）

子宮頸がん
（ヒトパピローマウイルス感染症）

小学6年生から高校1年生の女子
（標準的な接種年齢は中学1年生）

２．接種方法 個別接種
３．接種料金 無料
　 （対象年齢を過ぎると全額自己負担となります）

４．持参物 予診票、母子健康手帳、健康保険証
　 ※予診票がお手元にない方は保健センターまでご連

絡ください。
５．実施場所 石川郡内実施医療機関
　 ※接種の際は、事前に必ずご予約ください。
　 かかりつけ医のある方は郡外医療機関でも接種でき

ます。
６．注意事項
●接種開始年齢、使用ワクチンによって、接種回数や

間隔が変わりますので、ご注意ください。
●任意接種ですでに接種開始している方は、残りの接

種は定期予防接種として受けることができます。
●定期化以前（平成25年3月31日以前）に接種した費

用の償還払いは行いません。

医療機関・薬局の受診等に
あたってのお願い

●休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高い
患者さんを受け入れるためのものです。休日や夜間に受
診しようとする際には、平日の時間内に受診することが
できないのか、もう一度考えてみましょう。

●休日や夜間にお子さんの急な病気で心配になったら、まず、
「こども救急電話相談」（♯8000）の利用を考えましょう。
小児科の医師や看護師からの症状に応じた適切な対処の
仕方などのアドバイスが受けられます。

　現在、休日や夜間において、軽症の患者さんの救急医
療への受診が増加し、緊急性の高い重症の患者さんの治
療に支障をきたすケースが発生しており、そのことが病
院勤務医の負担が過重となる原因のひとつにもなってい
ます。
　また、休日・夜間は医療機関に支払われる医療費も高
く設定されており、窓口負担も高くなります。
　必要な人が安心して医療が受けられるようにするとと
もに、最終的に保険税や窓口負担として皆様にご負担い
ただく医療費を有効に活用するため、医療機関・薬局を
受診等する際には、以下のことに留意しましょう。

 福島県こども救急電話相談 
　受付時間　毎日、午後７時～翌朝８時
　♯8000 または 024－521－3790
●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったらまず

はかかりつけの医師に相談しましょう。
●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、控えまし

ょう。医療費を増やしてしまうだけでなく、重複する検
査や投薬によりかえって体に悪影響を与えてしまうなど
の心配もあります。今受けている治療に不安などがある
ときには、そのことを医師に伝えて話し合ってみましょう。

●薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。
（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

●薬は飲み合わせによっては、副作用を生じることがあり
ます。お薬手帳の活用などにより、すでに処方されてい
る薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しまし
ょう。

●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同
様の効能効果を持つ医薬品であり、費用が先発医薬品
よりも安くすみます。「ジェネリック医薬品希望カード」
を医療機関や薬局に提示することなどにより、後発医薬
品の利用について相談にのってもらうことができます。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自 殺 対 策 予 防 標 語
「 家 族 愛 ・ 地 域 の 愛 で 自 死 防 止 」

ヒブ感染症・小児肺炎球菌感染症・子宮頸がん
定期予防接種のお知らせ

●お問い合わせ先　保健センター　☎26－8416
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石川町5～6月の主な予定

5 月  ● May 6 月  ● June

1
2
3

 4
5

6
 
7
8
9

10
11
12
13
14

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

在宅当番医

右脳活性化教室（９：30～）　　　　　　
食育教室（９：30～）
1歳6か月児健診（13：00～）　　　　　
献血
子ども遊び教室（９：30～）　　　　　　　

在宅当番医

2歳児教室（９：30～）　
3～4か月児健診（13：00～）　　　　　　
子ども遊び教室（９：30～）

あつうみ内科医院
（玉川村）

保健センター
第一保育所
保健センター
町内各所
中谷自治センター

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター
保健センター
中谷自治センター

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

右脳活性化教室（９：30～）

子ども遊び教室（９：30～）　　　　　　　

在宅当番医

1歳児教室（９：30～）　
3歳3か月児健診（13：00～）　　
子ども遊び教室（９：30～）　

在宅当番医

右脳活性化教室（９：30～）

子ども遊び教室（９：30～）

保健センター

中谷自治センター

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター
保健センター
中谷自治センター

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター

中谷自治センター

（平成25年3 月 1日～3月31日までの届出分で掲載希望のあった方　敬称略）

●5月27日㈪までに
　納めましょう
　固定資産税（第１期）

氏 名 保 護 者 住所

小豆畑紗
さ

来
ら

（潤　一・　瞳　）沢　井

山田　一
いち

華
か

（真太郎・美　幸）王子平

眞船　心
み

大
ひろ

（　悟　・まどか）中　野

大槻　華
か

子
こ

（満　義・華那子）双　里

渡邉　琉
れ

心
ん

（智　幸・倫　実）猫　啼

氏 名 住 所

佐　藤　正　明   （中　野）
有　松　ミツイ   （成　亀）
鈴　木　英　二   （新　町）
髙　木　勝　夫   （赤　羽）
中　塚　セ　ツ   （塩　沢）
太　樂　アイ子   （塩　沢）
吉　田　マ　ツ   （南　町）
大　串　正　二   （北　山）
水　野　久　子   （中　野）
森　　　大　樹   （双　里）
秋　山　　　功   （北　町）
永　沼　　　武   （中　田）
近　内　喜久夫   （大　橋）
五十嵐　ト　メ   （当　町）
十文字　智　子   （南山形）

　新　郎　新　婦（住所）　

円谷　啓太（中　野）・水野　江里（古殿町）
矢内　秀明（立ケ岡）・生田目恵美（立ケ岡）
榊枝　利晃（母　畑）・吉田由香利（鏡石町）



編集後記
　今年も町内の桜がきれいに咲きま
した。桜を見ながらゆっくり過ごしたり、
散歩したり、写真を撮ったり、と多くの
方が桜を満喫していました。桜が咲く
のは待ち遠しく思いますが、花が咲い
てから散るまではあっという間です。
もっと長い間花を楽しめれば、と思って
しまいますが、短い間だけ咲くからこ
そ、多くの人を引き付けるのかもしれ
ません。　　　　　　　　　（佐久間）

表紙の写真

第３１3回第３１3回

第　二
保育所

【施設紹介】
　０歳から就学前の子ども達９５名が、年齢別のクラ
スで生活をしています。
　家庭的な環境の中で、一人ひとりを大切にした保育
を心がけ、周囲の人と共に楽しみ心を通わせられる子
どもの育成に努めています。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

山形小学校　６年　  小豆畑　奈々さん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．学校で習った「い・か・の・お・す・し」という言

葉があります。この言葉をいつも守って登下校をし
ています。

Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．私は花が大好きです。将来は、植物に関わる仕事に

ついて、自分で花を育て、お店を開き、花を売りた
いです。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
な　 な

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

１６，９６０人（ △１１１）
（  ）内前月比●4月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

８，２４６人（　△５５）
８，７１４人（　△５６）
５，６８９戸（　△１４）

　沢田児童館に通う鈴木　成美（なるみ）ちゃ
ん、琴美（ことみ）ちゃん、祖父の隆晴さん、祖母
の洋子さんです。

　沢田児童館に通う鈴木　成美（なるみ）ちゃ
ん、琴美（ことみ）ちゃん、祖父の隆晴さん、祖母
の洋子さんです。

桜花爛漫の所庭で、元気に過ごす、きく組（年長）です。
たくさんの事を経験し、心も体も大きく育ってほしいと思います。

再生紙を使用しています

「大きくなーれ」


